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左手前すみ、大岡川をはき人で閣外｣Ｉｕ区上野毛jlh区の一部，１'1央手前の空き地はいみなとふい､21用｣lLnその右(よ高島ふ頭、西区の市街が
ひろがる命
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横浜港を真上から見る､rlJ央のふ頭は新港ふ頭、左手前は山下ふ賑、『|丁街地は閣内地区⑥



秬手はllIf．」'二方、根岸の各地区、イj'二のみビ【)の円形'よ臓浜スタジアム、そ奴を【よ菩八で閥内jlhl区上関外地区［



ななめのﾉIlは大岡川、川の在は関ｹﾄ地'又、ｆｉは野毛地lえとlJIi区の市街、みどりの斤憧野毛''1公腿Ｌ



左、南-[上に流れる｣11は堀割川、東西は中村Ⅱ|と大岡川、中区'二隣按すら南区の市街がつづく。笙手前(二はみど')'二沿って接収地の根岸化

宅が見える。



上からIlIlrふ，ii､４旦牧ふ頭Ａ・Ｂ。Ｃの芥突堤、市街地は111]z上北刀地区の一部。



'１７街地は本牧｣山Iえ、’b央部の空き｣ｌＬはⅡ1本枚接収地、，|i街化の些盤幣備I='１｢が始まっている‘
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本牧ふ頭の先端、雨iは埋立巾の、突堤、つづL､てＢ、Ｃ突堤、海面'二船数隻。
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丘陵地を埋めてつづく根岸地区．と上のソラマメ形は根岸森林公園ロ
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本牧ふ顕Ｃ・「〕突堤の｣蹄１１、圧'二の臨海部はIWMlllJ、本牧港湾|則連産業IlI｣Lの一部。



臨海部は．豊術１１１].､かもめ111Jのｲ『油コンビナート、大きくカーブＴろの(よ産業道路、みどI)は三溪園と本牧市民公園、ｌ{iの住宅|ﾄﾞｷﾞは本牧

地区。



巨大な雨汕コンビナートのつづき、磯７.区肌|Ⅱ１．．古手の住宅は根岸地の－iMj「



こ
の
本
は
、
会
長
の
ご
挨
拶
の
と
お
り
、
区
制
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

計
閲
さ
れ
、
実
現
を
見
た
も
の
だ
が
、
そ
の
は
じ
め
は
、
昭
机
五
十
一
年
二

九
七
六
）
十
一
Ⅱ
、
中
区
連
合
町
内
会
登
連
絡
協
議
会
の
会
貝
十
一
人
に
よ
っ

て
世
話
人
会
が
発
足
、
五
十
周
年
記
念
の
事
業
の
内
容
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

五
十
二
年
一
月
、
世
話
人
会
は
区
内
の
各
種
団
体
（
四
五
団
体
）
に
協
力
を

要
諦
、
そ
の
結
果
二
月
に
は
「
中
区
制
五
卜
周
年
組
念
事
業
実
行
委
員
会
」
（
会

及
磯
野
庸
幸
氏
）
が
結
成
さ
れ
た
。
第
一
Ｍ
の
役
員
会
に
よ
っ
て
記
念
式
典

の
具
体
的
方
法
と
区
史
の
編
さ
ん
刊
行
が
決
め
ら
れ
た
。

十
月
一
日
、
馬
車
道
の
市
民
ホ
ー
ル
で
「
中
区
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
」

が
約
一
千
人
の
区
民
の
参
加
に
よ
っ
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

式
典
終
了
後
、
役
員
会
で
？
区
史
刊
行
の
た
め
に
必
要
な
基
金
弊
集
と
そ
の

方
法
が
決
め
ら
れ
、
事
務
局
は
中
区
役
所
が
あ
た
り
、
た
だ
ち
に
募
金
活
動
が

開
始
さ
れ
た
。
目
標
額
一
五
○
○
万
円
、
区
内
の
企
業
と
町
内
会
な
ど
に
呼

び
か
け
ら
れ
た
。
活
動
は
向
治
会
・
町
内
会
長
・
各
穂
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
一
年
と
二
カ
月
に
わ
た
っ
た
が
、
五
十
四
年
二
月
に
は
ほ
ぼ
終
り
、
目
標
額

を
上
回
る
基
金
を
得
ら
れ
た
。

｜
方
、
十
月
の
記
念
式
典
に
先
き
だ
っ
五
月
下
旬
、
市
立
小
・
中
・
高
等
学

校
の
教
員
有
志
に
委
員
を
依
嘱
し
て
第
一
回
の
編
集
委
員
会
が
開
か
れ
、
沿
革

編
、
地
区
編
、
市
民
編
の
三
編
を
も
っ
て
全
体
を
構
成
す
る
こ
と
と
し
て
区
史

編
集
の
第
一
歩
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
ず
事
務
局
が
中
心
と
な
っ
て
区
民
か
ら
資

Ｃ
あ
と
が
き

刊
行
ま
で
の
い
き
さ
つ

科
、
談
話
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
、
町
内
会
や
各
種
団
体
の
協
力
を
え
て
、
五

十
四
年
い
っ
ぱ
い
資
料
、
談
話
の
収
集
が
実
行
さ
れ
た
。
翌
五
十
五
年
は
そ
れ

を
集
約
す
る
こ
と
に
没
頭
し
た
。

｜
方
、
五
十
丘
年
に
は
編
集
委
員
に
よ
り
地
区
編
の
約
半
分
を
残
し
て
草
稿

が
ぱ
ぽ
出
来
た
が
、
編
集
委
員
は
公
猪
の
耶
合
，
。
あ
っ
て
、
辞
任
。
残
り
の
委

員
に
よ
る
第
二
次
の
編
集
委
員
会
に
編
集
の
貞
務
が
引
き
つ
が
れ
た
。
五
十
七

年
、
第
二
次
編
集
委
員
会
は
、
地
区
編
の
補
足
、
市
民
編
の
再
検
討
を
行
な
い
、

索
原
稿
と
し
て
一
応
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。

し
か
し
こ
の
間
、
各
地
区
の
変
化
は
は
な
は
だ
し
く
、
市
熈
綱
を
編
年
休
に

改
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
茶
原
稿
を
も
と
に
し
て
編
集
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、

五
十
八
年
、
五
十
九
年
の
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
各
編
の
素
原
稿
の
犬
は
ぱ
な
改

訂
と
、
全
体
調
整
の
作
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
五
十
九
年
前
半
、
よ
う
や
く

各
編
の
確
定
原
稿
が
完
成
、
印
刷
に
Ⅲ
っ
た
。
一
万
、
実
行
委
員
会
は
、
刊
行

の
遅
延
に
対
処
す
る
た
め
、
財
務
委
員
会
と
編
集
推
進
委
員
会
を
設
け
、
一
Ｈ

も
早
い
刊
行
を
図
ろ
方
策
が
と
ら
れ
た
。

以
上
は
刊
行
ま
で
の
い
き
さ
つ
だ
が
、
こ
の
本
は
計
画
か
ら
刊
行
ま
で
、
実

に
多
く
の
人
々
の
直
接
・
間
接
的
な
参
加
と
、
善
意
あ
ふ
れ
る
協
力
と
、
し
ず

か
な
る
督
励
と
寛
容
を
い
た
だ
き
完
成
し
た
も
の
で
、
編
集
委
貝
の
一
人
と
し

て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

な
お
こ
の
本
は
年
月
を
か
け
た
と
は
い
え
、
不
足
の
部
分
も
多
く
十
分
な
も

の
で
は
な
い
の
で
、
今
後
の
改
訂
増
補
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
将
来
、
「
横
浜
・

中
区
百
年
史
」
が
編
集
さ
れ
る
際
、
こ
の
本
が
そ
の
礎
石
の
一
つ
と
な
る
こ
と

を
確
信
し
て
い
る
。

（
秋
山
雌
史
）
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